
長野県消防防災ヘリコプターの概要について 

 

                              飯田広域消防本部    

 

１ 名称  長野県消防防災ヘリコプター「アルプス」 

 

２ 沿革  平成８年１月  消防防災ヘリコプターの導入方針決定 

５月  機種（米国ベル社製412EP)決定 

９月  愛称「アルプス」、デザイン決定  

平成９年３月  消防防災ヘリコプター納入 

４月  消防防災航空隊発足 

９月  消防防災ヘリコプター「アルプス」運航開始 

３ 運用の形態 

「自前」でパイロットやヘリなどすべてを賄う「自主運航」 

全国では秋田、高知、岐阜、長野県4県のほかは、運航を民間委託している。 

   県内市町村から分担金により運用経費を賄っている。 

 

４ 運航体制  〇総括責任者 （危機管理部長）  〇総括代行責任者 （消防課長） 

〇運航責任者 （消防防災航空センター長） 

〇消防防災航空隊 

          航空隊  操縦士３名、整備士３名、事務員１名、運航管理員１名 

消防隊  消防吏員８名（市町村消防本部から派遣） 

 

５ 平成28年（1月～12月）の活動実績 

※（ ）内は前年比較数値 

※ 救助活動87件のうち、山岳救助は66件（H26は42件、H27は57件） 

 

６ 飯田広域消防における防災ヘリ活動件数                             

 火災 救急 救助 合計 

平成２８年    ２件        ６件    ８件 

平成２７年    １件        ４件    ５件 

平成２６年    １件    １件   １０件   １２件 

 

７ 今後の県消防防災航空センターの態勢について（県からの要請） 

〇業務の継続 

 ・消防隊員５名が必要（４・５月は林野火災等に備え６名が必要） 

〇職員派遣について 

 ・即戦力となる航空隊経験者の派遣を要望される。 

 ・飯田広域消防から１名を派遣する予定 

救助活動 救急活動 火災防ぎょ 災害応急 広域応援 合計 

87件(+14) 5件(±0) 12件(+2) 7件(-5) 0件(±0) 111件(+11) 

平成 29 年３月 23 日 飯田市議会全員協議会 

資料№14



 
長野県消防防災ヘリコプター墜落事故（第８報） 

（これは速報であり、数値等は今後も変わることがある。）  
平成２９年３月９日（木）１６時００分              消 防 庁 災 害 対 策 本 部 
※下線部は前回か らの変更箇所  

１ 概要 
①  覚知日時（消防庁覚知） 
平成２９年３月５日（日）１５時２１分頃 

②  墜落場所 
長野県鉢伏山付近（松本市、岡谷市境界付近） 

③  発生状況 
長野県消防防災ヘリコプター「アルプス」（パイロット１名、整備員１名、消防隊員７名が

搭乗）が訓練フライト中に墜落したもの 
３月５日 １３時３３分 長野県消防防災ヘリコプターが松本空港を離陸               （高ボッチ高原臨時ヘリポートへ向かう予定）  

２ 死傷者等の状況 
搭乗者９名のうち、死者９名            

３ 消防機関等の活動状況  （１）３月５日の活動状況    ①地元消防機関等の活動状況  １５時１２分 長野県警ヘリコプターが長野県消防防災ヘリコプターの墜落を確認 
１５時２６分 諏訪広域消防本部５隊が出動 
１５時４１分 松本広域消防局６隊が出動 
１５時５０分 自衛隊派遣を要請 
１６時００分 山梨県防災航空隊が相互応援協定に基づき出動 
１６時１５分 長野県警ヘリが要救助者のピックアップ開始    ②広域航空消防応援の活動状況  １６時５０分 愛知県防災航空隊が広域航空消防応援に基づき出動 
１６時５０分 岐阜県防災航空隊が広域航空消防応援に基づき出動 
１６時５３分 埼玉県防災航空隊が広域航空消防応援に基づき出動  （２）３月６日の活動状況 

① 地元消防機関等の活動状況      ４時００分 松本広域消防局２６名、県内応援消防本部（長野市消防局、佐久広域連合消
防本部、上田地域広域連合消防本部、北アルプス広域消防本部の計４消防本

部）３５名、計６１名体制で出動開始      ７時５２分 陸上部隊が墜落場所到着     １１時４０分 陸上部隊が活動終了し、下山開始     １５時４０分 松本広域消防局及び県内応援消防本部は全ての活動を終了し、全隊帰隊    ②広域航空消防応援の活動状況      ６時００分 愛知県防災航空隊の広域航空消防応援の要請を解除 
山梨県、岐阜県、埼玉県が広域航空消防応援に基づき計３機２１名体制で 開
始（松本広域消防局及び県内応援消防本部の救助隊員が防災航空隊の航空機

により出動）      ７時００分 山梨県消防防災ヘリコプターにより、隊員２名投入開始      ７時３９分 山梨県消防防災ヘリコプターにより、隊員１名及び資機材投入開始      ８時４０分 埼玉県防災ヘリコプターにより、隊員１名を収容後、松本空港へ搬送 



 
     ９時５６分 岐阜県防災ヘリコプターにより、隊員１名を収容後、医療機関へ搬送 

     ９時５８分 埼玉県防災ヘリコプターにより、現場上空からの情報収集を実施 

    １１時０４分 岐阜県防災ヘリコプターにより、隊員１名を収容後、医療機関へ搬送 

    １２時０５分 山梨県消防防災航空隊の広域航空消防応援要請を解除 

    １２時４３分 岐阜県消防防災航空隊の広域航空消防応援要請を解除 

    １２時５７分 埼玉県消防防災航空隊の広域航空消防応援要請を解除 

 

 

４ 地方公共団体の対応等  

  【長野県】３月５日 １５時１２分 長野県消防防災ヘリコプター事故対策本部設置 

 

５ 消防庁の対応等 

  ３月５日 

１５時２１分 参事官を長とする消防庁災害対策室設置（第１次応急体制） 

          長野県に対し、適切な対応及び被害報告について要請 

１６時３０分 長野県知事から消防庁長官に対し広域航空消防応援の要請を受け、消防庁長官

から埼玉県知事、岐阜県知事、愛知県知事に対し広域航空消防応援要請 

   １７時４１分 国民保護・防災部長を長とする消防庁災害対策本部に改組（第２次応急体制） 

   １７時４１分 消防庁職員２名を長野県庁へ派遣（１８時５０分到着） 

          消防庁職員３名を松本広域消防局へ派遣（２３時４５分到着） 

  ３月８日    地方公共団体に対し、 

          ・消防防災ヘリコプターの安全管理体制を再点検すること 

          ・訓練時を含め安全運航を徹底すること 

          等を内容とする安全確保の再徹底についての通知を発出 

 

 

 

 

 

 

 

 

問い合わせ先 

   消防庁災害対策本部 広報班 

   TEL 03-5253-7513          

FAX 03-5253-7553 


